




株式会社まんだらけ(2652) 平成29年９月期 第１四半期決算短信

1

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………………２

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 ………………………………………………………………３

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 …………………………………………………３

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 …………………………………………３

（３）追加情報 ………………………………………………………………………………………………３

３．四半期財務諸表 …………………………………………………………………………………………４

（１）四半期貸借対照表 ……………………………………………………………………………………４

（２）四半期損益計算書 ……………………………………………………………………………………６

（３）四半期財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………７

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………７

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………７

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………７

　

決算短信（宝印刷） 2017年02月13日 14時56分 1ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社まんだらけ(2652) 平成29年９月期 第１四半期決算短信

2

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間のわが国経済は、雇用や所得環境の改善を背景に個人消費は底堅く推移しました。一方で

海外は中国やその他新興諸国経済の鈍化、英国のEU離脱問題などによる海外経済の不確実性が懸念され、先行きは

不透明な状況であります。

当社が属するまんが、アニメ関連業界においては、アニメ映画、映像配信サービスなど、わが国からの旺盛なコ

ンテンツ発信意欲が堅持され、進化を続けるメディア市場の拡大と相まって、業況全般は堅調に推移しておりま

す。

　また古物取扱業界におきましては、生活防衛意識に留まらず、古くて良いもの、長く使い続けるものを求める多

様化した消費者ニーズの定着傾向から、景気動向の影響を受けにくい業界として、既存各社の業容拡大に加え新規

参入の意欲も強く、市場は競争の激化が続いております。

このような経済環境にあって、当社はこれまでの方針を継続し、積極的な営業活動を展開するとともに、経営の

効率化と経営基盤の強化安定に努めてまいりました。

その結果、当第１四半期累計期間の売上高は2,270百万円（前年同四半期比1.4％減）、営業利益は185百万円

（前年同四半期比38.7％減）、経常利益は173百万円（前年同四半期比43.0％減）、四半期純利益は113百万円（前

年同四半期比39.4％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期会計期間末における資産の残高は、前事業年度末と比較して601百万円増加し15,016百万円となりま

した。これは、主に現金及び預金、たな卸資産の増加によるものであります。

当第１四半期会計期間末における負債の残高は、前事業年度末と比較して494百万円増加し8,978百万円となりま

した。これは、主に長期借入金の実行によるものであります。

当第１四半期会計期間末における純資産の残高は、利益剰余金の増加106百万円により、6,037百万円となりまし

た。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

当期も、わが国が誇る文化としてのまんが、アニメーションを世界に向けて広く紹介する営業活動を展開してま

いります。さらにまんが、アニメーション関連に限らず、あらゆる中古品に目を向け、その適正な価値に基づく新

たな市場の開拓と定着に取り組んでまいります。

　この営業活動において、全店舗の買取を強化し良質の商品を取り揃え、わが国のみならず、まんだらけSAHRA(サ

ーラ)を主力としたweb通信販売により、全世界へ向け販売を拡大してまいります。また専用スペースを有する名古

屋、グランドカオス、札幌でのイベント開催をはじめ、中野店をはじめといたします全店舗協力のもとでの「大ま

ん祭」開催など、独自のイベントを展開することで新規顧客層の開拓に向けました、新たな営業を実践してまいり

ます。あわせまして今後の事業展開に対応する、優秀な人材の獲得とその教育を進めてまいります。優れた人材獲

得にあたっては中途採用も積極的に進めるものであり、このような施設の維持運営に要する経費のほか、人員の増

加と教育に係る人事関連費用の先行などによって、当社の平成29年９月期の業績予想は、平成28年11月14日に発表

いたしました業績予想から、変更はございません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　該当事項はありません。

（３）追加情報

　（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期会計期間から適用しております。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年９月30日)

当第１四半期会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 664,994 958,019

受取手形及び売掛金 155,960 197,926

商品及び製品 6,736,942 6,950,891

仕掛品 1,998 3,987

原材料及び貯蔵品 23,093 23,093

前払費用 50,639 47,371

繰延税金資産 171,162 160,251

未収入金 15,876 38,549

その他 9,625 18,009

流動資産合計 7,830,293 8,398,099

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,072,407 5,079,809

減価償却累計額 △1,828,024 △1,878,178

建物及び構築物（純額） 3,244,382 3,201,630

土地 2,212,623 2,212,623

その他 1,120,690 1,132,074

減価償却累計額 △623,644 △640,344

その他（純額） 497,045 491,730

建設仮勘定 102,869 189,674

有形固定資産合計 6,056,920 6,095,658

無形固定資産 44,823 41,039

投資その他の資産

投資有価証券 525 746

出資金 800 800

長期貸付金 16,000 16,000

長期前払費用 12,207 11,528

繰延税金資産 161,879 160,114

差入保証金 307,318 308,332

貸倒引当金 △16,000 △16,000

投資その他の資産合計 482,729 481,521

固定資産合計 6,584,474 6,618,218

資産合計 14,414,767 15,016,317
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(単位：千円)

前事業年度
(平成28年９月30日)

当第１四半期会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,503 13,644

短期借入金 - 400,000

1年内返済予定の長期借入金 1,612,992 1,145,192

1年内償還予定の社債 148,200 148,200

未払金 187,944 261,698

未払費用 49,602 64,086

未払法人税等 64,308 120,572

前受金 80,122 22,933

預り金 33,715 50,373

賞与引当金 48,406 9,050

流動負債合計 2,239,795 2,235,751

固定負債

社債 447,000 447,000

長期借入金 5,296,778 5,783,330

退職給付引当金 442,270 454,115

資産除去債務 57,864 58,300

固定負債合計 6,243,913 6,742,745

負債合計 8,483,709 8,978,497

純資産の部

株主資本

資本金 837,440 837,440

資本剰余金

資本準備金 1,117,380 1,117,380

資本剰余金合計 1,117,380 1,117,380

利益剰余金

利益準備金 3,000 3,000

その他利益剰余金

特別償却準備金 333 333

別途積立金 1,518,000 1,618,000

繰越利益剰余金 2,587,697 2,594,305

利益剰余金合計 4,109,030 4,215,639

自己株式 △132,879 △132,879

株主資本合計 5,930,970 6,037,579

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 87 240

評価・換算差額等合計 87 240

純資産合計 5,931,058 6,037,820

負債純資産合計 14,414,767 15,016,317
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成27年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 2,302,968 2,270,576

売上原価 955,057 1,011,284

売上総利益 1,347,910 1,259,292

販売費及び一般管理費 1,044,527 1,073,462

営業利益 303,383 185,830

営業外収益

受取利息 3 0

受取配当金 10 11

為替差益 - 36

受取手数料 4,656 416

業務受託手数料 11,922 -

雑収入 4,588 2,593

営業外収益合計 21,180 3,057

営業外費用

支払利息 14,564 12,065

社債利息 3,310 2,346

為替差損 29 -

支払手数料 2,282 678

雑損失 100 379

営業外費用合計 20,287 15,469

経常利益 304,276 173,418

税引前四半期純利益 304,276 173,418

法人税、住民税及び事業税 76,510 47,575

法人税等調整額 40,808 12,609

法人税等合計 117,318 60,184

四半期純利益 186,957 113,233
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

　当社は、中古品販売の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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